
 

 

 

 

 

 

多度津町 

若手職員ワーキング、懇談会 

第８回 まねきねこ課 会議報告書 
 

 

 

 

 

 

◆日時  平成 29 年２月３日（金）  18：00～20：00 

 ◆場所  多度津町役場 

 ◆内容  外部講師による講演 

      ロゴマークの投票 

 

 ◆プログラム 

  １．開会 

  ２．講師の紹介 

  ３．講演「官民連携によるプロジェクトの実施について」 

  ４．質疑応答・意見交換 

  ５．ロゴマークの投票  

 

 

平成 29 年２月３日 

 

 

 

 



 

 

 

■参加団体・若手町職員一覧 

 所属 参加人数 合計 

懇
談
会 

つながりプロジェクト 0 

11 名 

おいでまい町屋プロジェクト 2 

たどつまち歩きの会 2 

多度津さくら工房 2 

多度津町観光協会 1 

多度津商工会議所青年部 1 

多度津町教育委員会 1 

四国旅客鉄道株式会社多度津駅 1 

金剛禅総本山少林寺 1 

ナイスタウン出版株式会社 0 

株式会社 tao 0 

中讃ケーブルビジョン株式会社 0 

若
手
町
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

政策企画課 3 

15 名 

産業課 1 

総務課 2 

教育課 3 

町長公室 2 

住民課 1 

税務課 0 

福祉保健課 1 

建設課 0 

環境課 1 

上下水道課 1 

 

＊順不同 

 

  



 

 

第８回 会議の実施内容 

 

（1）会議概略 

 

■全体の流れ 

次  第 役割 実 施 項 目 

資料説明 

当日及び今後の進行説明 

18：00～18：10 

事務局 

JP 総研 

・開会の挨拶 

・講師のご紹介 

・本日の流れについて 

講演 

18：10～19：10 

講師 

 

・官民連携によるプロジェクトの実施について 

⇒シンポジウム形式で実施 

質疑 

19：10～19：20 

講師 

ＪＰ総研 

・講演を受けて質疑 

 ⇒ジャパン総研が進行します。 

話し合い  19：20～19：55 JP 総研 ・講義を受けてグループでの話し合いを行います。 

まとめ 

19：55～20：00 

ＪＰ総研 

事務局 

・次回の実施について説明 

 

 

■会議の目的 

  〇外部講師による講演会 

  〇ロゴマークの決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

第８回 会議まとめ 

 

 

（１）講演「官民連携によるプロジェクトの実施について」 

プロモーション戦略に基づいたプロジェクト実施にあたって、「官民連携によるプロジェ

クトの実施について」をテーマにシンポジウム形式で実施。 

講師に筑後市商工観光課 係長 實本 昌輝氏、筑後商工会議所 総務課 課長 國武 

進一郎氏を迎えて、筑後市における実例を交えながら、コンセプトに基づくターゲット設

定や市全体を巻き込んだ機運づくりなどについてのお話しをいただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）講演を受けて質疑・意見交換 

講演を受けての質疑応答を実施。 

その後、講義を聞いて「実際に自分たちにもできること」「気付いたこと」について、グ

ループで話し合い（意見交換）を実施。 

 

 

 

  

観光から定住

へ！ 



 

 

（３）ロゴマークの投票 

第７回目の会議での意見をもとに、ブラッシュアップを行ったロゴマークについて、コ

ンセプト（たどりつくたどつ）・４パターンとまねきねこ課ロゴ・５パターンから投票によ

る決定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜投票結果＞ 

投票により決定したロゴは以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プロモーションロゴ 

四国鉄道発祥の地であるイメー

ジとたどりつくイメージを矢印で表

現している。 

まねきねこ課ロゴ 

本町に来てもらうために人をま

ねく「まねきねこ」と佐柳島の「と

び猫」をモチーフにしている。 



 

 

第８回会議 総括 

 

（1）講演会の実施について 

他の自治体から職員の方を招いた講演により、事例紹介や実施プロセスにおける留意点

などを実際に実施している職員の目線でお話いただくことにより、共感を得られる部分や

参考になった部分などを共有することができた。 

また、官民連携をテーマにした内容であり、行政と民間による協働のための機運づくり

や連携による波及効果などは、今後のまねきねこ課におけるプロジェクト実施に向けて、

取り入れられることも多くある。 

 

 

（2）ロゴマークの決定について 

ロゴマークについては、投票により決定したことにより、今後の事業展開に大きな前進

となった。 

今後は、決定したロゴに関して、用途に合わせた使い分けなども考慮しながら、タウン

プロモーションの周知に活用する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


